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衣
食
住
の
移
り
変
わ
り
・
つ
ま
し
さ
と
ぬ
く
も
り
を
採
る
・

平
成
6
年
5
月
3
1
日
ま
で
開
催
中
6

石
神
井
台
一
丁
目
（
石
神
井
図
書
館
内
）
℡
9

9
－
〇
五
六
三

3
い
つ
の
時
代
で
も
衣
・
食
・
住
は
、
人
々
の
く
ら

し
の
基
本
で
あ
り
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

今
回
の
特
別
展
で
は
、
所
蔵
民
具
を
手
が
か
り
に

衣
食
住
の
移
り
変
わ
り
を
浮
き
ぼ
り
に
し
ま
し
た
。

愛
着
を
も
っ
て
使
用
さ
れ
た
一
つ
ひ
と
つ
の
民
具
に

目
を
向
け
る
時
、
人
々
の
く
ら
し
の
息
吹
と
努
力
と

工
夫
で
生
活
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
っ
た
庶
民
の
力
強

さ
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

衣
食
住
の
す
べ
て
を
紹
介
す
る
こ
と
に
は
限
界
が

あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
よ
う
な
視
点
を
も
う
け
紹
介

し
て
お
り
ま
す
。

衣
生
活
で
は
、
つ
ま
し
さ
の
中
の
装
い
と
洗
濯
の

移
り
変
わ
り
を
身
近
か
な
仕
事
着
を
中
心
に
紹
介
し

て
い
ま
す
。

食
生
活
で
は
、
食
事
風
景
の
移
り
変
わ
り
を
道
具

の
変
化
か
ら
迫
い
ま
し
た
。
ま
た
、
正
月
料
理
の
今

昔
を
ハ
レ
の
食
事
の
風
習
と
し
て
紹
介
す
る
コ
ー
ナ

ー
も
設
け
ま
し
た
。

住
い
に
つ
い
て
は
、
明
か
り
の
移
り
変
わ
り
と
暖

房
の
移
り
変
わ
り
に
焦
点
化
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

く
ら
し
の
基
本
で
あ
る
衣
食
住
の
移
り
変
わ
り
を

ふ
り
返
る
と
共
に
、
家
族
の
あ
り
よ
う
、
ぬ
く
も
り

絆
に
つ
い
て
ご
一
考
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

◎
期
間
中
の
体
重
日

毎
週
月
曜
日
、
3
／
2
5
・
4
／
2
2
・
5
／
節
の
金

曜
日
、
3
／
誓
火
）
、
5
／
4
（
水
）

平
成
5
年
度

指
定
・
登
録
文
化
財

区
で
は
、
平
成
6
年
3
月
1
7
日
に
次
の
文
化

財
を
新
た
に
指
定
・
登
録
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
指
定
文
化
財
は
1
3
件
、
登
録
文
化
財
は

9
1
件
に
な
り
ま
し
た
。

（
指
定
文
化
財
）

◎
下
練
馬
の
大
山
道
道
標

◎
下
練
馬
の
富
士
塚

八
重
銀
文
化
財
）

◎
増
島
家
薬
医
門

◎
井
口
家
文
書

◎
比
丘
尼
橋
遺
跡
出
土
の
旧
石
器

◎
絵
馬
制
作

◎
僧
形
馬
頭
観
音

◎
金
来
院
の
一
石
六
地
蔵

◎
中
里
嚇
子

▲僧形馬頭観音
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勅
‥
加
　
　
　
文
化
財
保
護
推
進
委
員
　
井
口
　
敬

答

叩
頭
坤
飯
神
助
…
叩
裁
叩
地
坪
並
呼
出
…
叩
鵡
叩
巌
年
並
叩
頭
神
助
日
記
奪
軍
鶏
喪
品
駕
軍
ぷ
ー

薯

青
　
梅
　
街
　
道

疫

英

数

薫

蒸

姦

董

薫

蒸

薮

蒸

姦

姦

喪

索

蒸

喪

姦

索

温

練
馬
区
関
町
を
東
西
に
通
じ
る
道
、
青
梅
街
道
は
、

慶
長
二
年
（
一
六
〇
六
）
江
戸
城
の
大
改
修
に
と

も
な
い
建
築
に
必
要
な
石
灰
を
青
梅
付
近
の
成
木
・

小
曽
木
村
な
ど
か
ら
運
ぶ
た
め
、
大
久
保
長
安
が
開

い
た
道
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
成
木
街
道
、
江
戸
街

道
と
も
呼
ば
れ
た
と
か
。
青
梅
街
道
は
東
進
し
て
内

藤
新
宿
の
追
分
で
甲
州
街
道
に
合
流
し
、
江
戸
城
に

通
じ
る
産
業
道
路
で
あ
る
。
成
木
村
よ
り
江
戸
城
竜

の
ロ
の
普
請
小
屋
ま
で
≡
一
里
一
〇
丁
（
約
五
二
・

二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
、
そ
の
う
ち
練
馬
区
関
町
を
通

過
す
る
距
離
は
約
二
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
徳
川
家
康
が
征
夷
大
将

軍
と
な
り
江
戸
に
幕
府
が
開
か
れ
た
。
翌
九
年
江
戸

か
ら
各
方
面
へ
往
還
の
五
街
道
（
東
海
道
、
中
山
道
、

甲
州
道
中
な
ど
）
が
整
備
さ
れ
て
、
日
本
橋
を
基
点

に
一
里
塚
が
築
か
れ
た
。
五
街
道
は
本
街
道
で
あ
る

が
、
脇
街
道
の
青
梅
街
道
も
一
里
塚
が
つ
く
ら
れ
、

関
町
に
三
番
目
の
塚
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が

其
の
場
所
は
不
明
で
あ
る
。
出
店
付
近
に
第
三
の
塚

が
あ
っ
た
と
の
説
も
あ
る
が
確
か
で
は
な
い
。

青
梅
街
道
沿
い
の
関
村
の
開
村
は
石
神
井
村
誌
に

は
文
禄
年
間
（
一
五
九
二
～
九
五
）
と
書
か
れ
、
社

会
教
育
課
刊
の
「
練
馬
の
神
社
」
に
は
慶
長
年
間

（
五
九
六
⊥
六
一
四
）
に
開
村
と
記
さ
れ
て
い
る
。

竹
下
新
田
は
天
明
掲
年
二
七
八
四
）
に
開
村
し
た

と
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
に
書
か
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
中
頃
の
青
梅
街
道
は
「
武
蔵
国
豊
島
郡

関
村
明
細
控
帳
」
に
「
当
村
よ
り
江
戸
は
東
に
当
り

道
法
日
本
橋
ま
で
五
里
半
余
道
筋
は
遅
野
井
村
、
荻

久
保
村
、
天
沼
村
、
馬
橋
村
、
高
円
寺
村
、
中
野
村
、

成
子
宿
御
通
り
内
藤
新
宿
へ
出
申
候
」
と
あ
り
、
道

中
は
「
関
村
道
筋
の
儀
は
青
梅
道
、
保
谷
道
、
清
戸

道
、
小
樽
道
、
右
大
道
外
作
付
道
之
寸
九
尺
道
と
定

置
候
　
且
大
道
筋
之
寸
弐
間
三
尺
（
四
・
五
五
メ
ー

ト
ル
）
、
小
樽
道
九
尺
右
道
筋
之
儀
関
村
拾
弐
筋
道

に
書
上
仕
候
」
と
あ
る
。
江
戸
時
代
の
青
梅
街
道
の

道
中
四
・
五
五
メ
ー
ト
ル
に
対
し
現
在
の
道
中
は
二

五
メ
ー
ト
ル
に
大
き
く
拡
が
っ
て
い
る
。

青
梅
街
道
を
保
谷
市
束
伏
見
か
ら
練
馬
区
関
町
に

入
る
。
こ
の
市
区
境
界
付
近
の
地
名
を
「
棒
杭
」
と

呼
ん
で
い
た
。
明
治
の
未
ご
ろ
ま
で
角
ぐ
い
が
道
路

の
南
側
に
立
っ
て
い
て
、
江
戸
日
本
橋
五
里
半
、
八

王
子
七
里
、
川
越
七
里
等
関
村
か
ら
の
道
の
り
や
方

角
が
表
記
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
辺
り
は
豊
島
、

多
摩
、
新
座
三
郡
の
境
界
で
も
あ
る
。
近
く
の
千
川

上
水
に
三
郡
橋
が
あ
る
。
青
梅
街
道
を
束
へ
最
初
の

信
号
（
北
裏
）
を
右
折
し
直
進
す
る
と
、
千
川
上
水

の
更
新
橋
脇
に
お
堂
が
あ
り
、
安
永
四
年
の
庚
申
塔

が
あ
る
。
次
の
信
号
（
慈
雲
堂
入
口
）
の
南
西
方
面

に
不
動
塚
が
あ
っ
た
。
信
号
の
東
側
の
道
は
関
村
の

［
且
文
化
財
保
護
推
進
員

平
成
6
年
2
月
1
日
付
で
、
練
馬
区
文
化
財
保
護

推
進
員
1
2
名
を
委
嘱
し
ま
し
た
。
1
2
名
の
う
ち
1
0
名

の
方
が
再
任
で
、
徳
川
氏
・
中
村
氏
が
新
た
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。

推
進
員
の
方
々
の
活
動
内
容
は
、
担
当
地
域
の
巡

回
に
よ
る
各
文
化
財
の
状
況
把
握
や
、
文
化
財
関
係

ー2－
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鎌
倉
道
と
い
わ
れ
た
古
道
で
、
青
梅
街
道
か
ら
右
折

す
る
と
昨
年
開
所
し
た
区
立
関
町
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
が
あ
る
。
更
に
南
へ
進
む
と
古
道
の
右
側
に
物

見
塚
が
あ
っ
た
。
こ
の
辺
り
か
ら
西
の
方
、
関
町
南

四
丁
目
が
練
馬
区
で
一
番
標
高
が
高
く
、
五
七
・
八

九
メ
ー
ト
ル
の
地
形
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
先
千

川
上
水
堤
に
明
治
四
一
年
の
施
餓
鬼
供
養
塔
が
あ
る
。

関
町
二
丁
旦
父
差
点
周
辺
の
地
名
を
角
屋
と
呼
ん
で

い
た
。
角
屋
の
南
の
方
に
鉄
砲
塚
が
あ
っ
た
。

不
動
塚
、
物
見
塚
、
鉄
砲
塚
を
関
の
三
塚
と
い
う
。

昭
和
初
期
ま
で
は
塚
が
残
っ
て
い
た
。
角
屋
か
ら

東
へ
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
正
徳
元
年
二

七
二
）
の
地
蔵
菩
薩
立
像
が
あ
る
。
練
馬
区
登
録

文
化
財
の
通
称
「
関
の
か
ん
か
ん
地
蔵
」
で
あ
る
。

両
脇
に
は
享
保
一
四
年
二
七
二
九
）
の
胎
蔵
大
日

如
来
座
像
と
寛
保
元
年
の
勢
至
菩
薩
像
が
あ
る
。
か

ん
か
ん
地
蔵
か
ら
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
東
の
石
塚
酒
店

が
、
か
つ
て
は
関
町
の
一
番
東
寄
り
で
そ
の
東
は
旧

上
石
神
井
村
出
店
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
出
店
は
、

青
梅
街
道
を
往
来
す
る
人
々
の
休
憩
場
所
と
し
て
、

大
変
賑
わ
っ
た
。
伊
勢
橋
脇
の
御
嶽
神
社
横
に
は
、

元
禄
元
年
二
六
八
八
）
の
庚
申
塔
、
元
禄
八
年
の

延
命
地
蔵
、
享
保
一
三
年
の
廻
国
供
養
塔
等
が
あ
る
。

御
嶽
神
社
南
側
に
池
無
弁
天
堂
が
あ
る
。
青
梅
街
道

は
伊
勢
橋
を
渡
る
と
旧
竹
下
新
田
（
関
町
南
一
丁
目

同
二
丁
目
）
に
入
る
。
竹
下
新
田
の
中
間
部
に
村
の

鎮
守
稲
荷
神
社
が
あ
る
。
一
番
東
寄
り
の
杉
並
区
と

の
境
界
付
近
を
「
や
ん
ば
な
」
と
呼
ん
で
い
た
。
遅

野
井
山
（
御
林
）
の
山
端
が
靴
っ
て
こ
の
地
名
に
な

っ
た
と
の
説
も
あ
る
。
「
棒
杭
」
　
「
角
屋
」
　
「
や
ん

ば
な
」
等
の
地
名
は
小
字
小
名
と
は
違
う
。
や
ん
ば

な
に
は
享
保
一
四
年
の
開
運
地
蔵
尊
他
が
あ
る
。

享
保
の
頃
は
人
馬
の
往
来
が
盛
ん
で
街
道
に
団
子

屋
、
小
間
物
屋
、
蕎
麦
屋
、
饅
頭
屋
、
五
場
茶
屋
、

酒
肴
飯
を
売
る
店
等
が
出
来
て
、
屋
号
の
家
が
残
っ

て
い
る
。
又
昭
和
初
期
ま
で
馬
の
蹄
鉄
屋
、
車
大
工

の
店
等
も
あ
っ
た
。

現
在
青
梅
街
道
は
幹
線
道
路
と
し
て
交
通
量
が
大

変
多
く
混
雑
す
る
道
路
と
し
て
、
自
然
環
境
の
中
で

は
極
や
イ
チ
ョ
ウ
の
美
し
い
街
路
樹
の
道
と
し
て
、

人
々
の
生
活
の
中
に
深
く
と
け
こ
ん
で
使
わ
れ
て
い

ま
す
。

（
参
考
　
『
ね
り
ま
の
道
』
）

杉
北
区

D
関
の
か
ん
か
ん
地
蔵
（
関
町
東
1
－
1
8
）

3
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苦い
㍉

苦言

千
川
上
水
の
斉
藤
水
車
…

敬
神
飯
詰
…
詑
…
征
地
神
地
神
虫
謁
詑
‖
霊
軍
算
奥
義
霊
軍
砦
奥
義
霊
軍
業
索
－

）

「

㌧

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

J

I

り

↓
水
車
の
歯
車
を
テ
ー
ブ
ル
に

棄

蒸

薫

蒸

嘉

蒸

薮

蒸

蒸

蒸

築

嘉

喪

薮

喪

索

姦

薮

喪

凄

い

■

仙

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

小

“

＝

h

J

　

　

　

　

、

　

　

　

　

．

　

　

　

　

　

　

．

　

一

　

1

．

．

　

　

．

　

　

．

　

　

　

　

　

　

　

㌧

｛

㈱
　
文
化
財
保
護
推
進
員
岩
崎
美
智
子
㈱
…
W

逆
認
諾
日
付
裁
神
曲
裾
裁
諾
日
詰
芸
英
藁
叢
菜
蒸
萎
索
索
索
薬
鑑

千
川
通
り
と
旧
早
稲
田
通
り
が
交
わ
る
北
角
、
南

田
中
一
－
二
二
に
は
斉
藤
水
車
が
あ
り
ま
し
た
。
千

川
上
水
に
八
成
橋
が
か
か
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
八
成

水
車
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
も
こ
こ
に
お
住
ま
い
の
斉
藤
泰
治
さ
ん
は
、

前
任
者
か
ら
引
き
継
い
だ
昭
和
五
、
六
年
頃
か
ら
昭

和
三
十
年
頃
ま
で
、
千
川
上
水
か
ら
引
い
た
水
で

（
昭
和
十
九
年
頃
か
ら
電
気
に
変
え
ま
し
た
）
直
径
七

メ
ー
ト
ル
も
あ
る
水
車
を
動
か
し
て
、
精
米
や
麦
の

ひ
き
割
り
や
製
粉
を
し
て
い
ま
し
た
。

斉
藤
さ
ん
の
お
宅
で
は
、
水
車
の
部
品
を
大
切
に

保
有
し
た
り
使
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
水
車
の
歯
車

は
テ
ー
ブ
ル
の
上
板
に
し
て
回
転
テ
ー
ブ
ル
に
し
て

い
ま
す
。
挽
き
白
（
ひ
き
う
す
）
は
靴
ぬ
ぎ
石
に
し

南
大
東
め
二
ぐ
り

て
い
ま
す
。
鴇
き
臼
（
つ
き
う
す
）
は
植
木
鉢
に
し

て
い
ま
す
。

こ
の
頃
は
斉
藤
さ
ん
を
訪
れ
る
人
が
増
え
ま
し
た
。

新
聞
の
取
材
、
郷
土
史
研
究
の
人
、
社
会
科
見
学
の

子
供
た
ち
で
す
。
斉
藤
さ
ん
は
、
「
水
車
を
や
っ
て

い
た
お
か
げ
で
大
勢
の
人
と
交
流
で
き
る
。
」
と
喜

ん
で
、
親
切
に
説
明
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

こ
こ
に
千
川
上
水
が
流
れ
て
い
た
こ
と
を
記
憶
に

と
ど
め
、
残
さ
れ
た
郷
土
の
文
化
財
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

膵
　
　
文
化
財
保
護
推
進
員
荒
井
讐
撞

ぢ
ー
ド
叱
ド
互
一
ド
k
一
正
し
写
ド
k
t
だ
ソ
■
ド
㌧
ド
㌧
ド
㌧
「
ド
k
H
ド
k
ド
㌧
川
だ
り
一
付
し
写
ド
レ
う
に
一
、
じ
日
付
叱
ド
k
戦

き

ウ

さ

†

き

ウ

き

ウ

さ

ウ

さ

ウ

～

ウ

～

つ

き

↑

き

ウ

き

ウ

～

ウ

き

り

さ

つ

き

ウ

圭

子

さ

つ

き

ウ

き
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大
泉
学
園
駅
か
ら
西
へ
十
分
ほ
ど
の
妙
福
寺
の
境

内
は
静
ま
り
か
え
っ
て
、
冬
陽
を
受
け
た
大
木
の
梢

の
間
か
ら
高
麗
門
、
仁
王
門
が
美
し
い
。
落
葉
し
き

り
の
頃
も
常
に
は
き
清
め
ら
れ
て
心
の
落
ち
つ
く
寺

で
あ
る
。
一
六
六
四
年
作
の
梵
鐘
に
刻
ま
れ
た
金
石

文
を
見
上
げ
、
題
目
供
養
塔
の
ひ
げ
文
字
を
美
し
い

図
柄
と
思
い
、
草
花
の
絶
え
な
い
浄
行
菩
薩
立
像
に

信
仰
を
感
じ
手
を
合
わ
せ
る
。
参
拝
後
、
平
成
四
年

三
月
に
移
し
変
え
ら
れ
た
四
代
目
お
松
塚
を
見
て
廻

り
南
へ
道
を
と
り
白
子
川
の
整
地
さ
れ
た
緑
道
を
辿

る
。江

戸
期
こ
の
地
域
農
民
の
恩
恵
池
で
あ
り
、
大
正

期
に
子
等
の
水
遊
び
の
場
で
あ
り
、
昭
和
四
十
年
代

に
は
草
の
間
に
小
さ
い
池
ら
し
き
も
の
が
あ
っ
た
白

子
川
の
源
泉
、
井
頭
池
も
今
は
見
る
影
も
な
く
、
こ

こ
で
川
は
太
い
下
水
管
に
呑
み
こ
ま
れ
、
上
は
道
と

な
っ
て
終
わ
っ
て
い
る
。
西
の
長
亀
さ
ん
方
へ
寄
り

明
治
期
の
へ
い
ご
く
（
穀
び
つ
）
、
た
く
あ
ん
小
屋

を
見
て
話
を
伺
う
。

保
谷
駅
へ
の
帰
途
、
キ
ャ
ベ
ツ
畑
に
あ
っ
た
江
戸

の
頃
か
ら
の
屋
敷
墓
が
駐
輪
場
に
変
わ
っ
て
い
る
の

を
見
て
、
こ
こ
に
も
歴
史
を
感
じ
た
。
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